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1．は じめ に

　熱帯の 対流 圏界面領域 で は
， 光学 的 ・幾何 学的

に薄 い 巻雲 （〜 0．03klll
−1

，

〜 0．5　km ）が頻繁に 出

現 し て い る こ とが 知 られ て い る ［e ．g．，　 WiIlker＆

Trepte
，
1998］．同領域の 巻雲は

， 放射収支や成 層圏

水蒸気量 に 影響 を 及ぼ す た め
， 巻雲を モ デ ル で 再現

す る こ とが 希求され て い る ．こ の 薄 い 巻雲 は
，
1）か

なと こ 雲の 引き 伸ば し
12 ）断熱上 昇流に よ る 冷却，

3）空気塊の 寒冷域 通過 ，に よ り生成 ・
維持 され て い

る と指摘され て い る が
， 観測 が定 点 観測や 分解能 の

粗い 衛星測器によ る も の に限 られ て い る た め
，
巻雲

の 生成 ・維持に 寄 与す る 力学場 は統 合的 に理 解さ

れ て い な い ．本研究で は
，
2004 年 5 月に ス マ トラ島

西 ス マ ト ラ 州 の 観測 サ イ ト （10032
° E

，
0．20° S）で

行わ れた CPEA （Coupling　Process　of 　Equato −

rial　Atmosphere）集 中観測 にお け る対 流 圏 界 面遷

移層の 鉛直流分布 と水蒸気輸送 に 焦点 を 当て
，

メ ソ

ス ケ ール モデ ル に よ る 再 現 実験を 行 っ た ．

2．デ ータ と解析手法

　用 い た モ デ ル は
， 非静力 学 モ デ ル NCAR 　MM5

ver ．3．7．0 で ある．初期値 ・境界条件に は 1 日 4 回

の NCEP 　final　analysis を用 い ，2004 年 5 月 5 日

00Z を初期値と し て 5 日間の 数値積分を行 っ た ．積

雲対流過程は Kain −Fritsch　2 ［Kain ，
2002］を

， 雲

物理過 程 には Reisner　2 を用 い た ．　 Reisner　 2 は過

飽和 を考 慮し
， 氷 ， 雪．お よび 霰の 数密 度を予報 変数

と し て い る ．モ デル の 分解能は 水平 20x20 　km ，鉛

直 36 層 で
，
対 流 圏界 面遷移層 （約 200−70hPa ）で

は約 50〔〕Ill の 鉛直分解能 とな っ て い る ．計算 され

たデータを気圧座標に 変換し
， 解析を行 っ た．

3．結果と考察

　 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 結果
，
5 月 5−7 日にか け て 対

流と 結 合した東進波 動が ス マ トラ 島 を観測サ イ ト

上空を 通過 し
，
対流圏下層で北東風

，
対流圏 上 層で

南西風 ，対流圏 700−150hPa で 高 温偏差 が 出現 して

い た ，観測サ イ ト上 空の 対流圏 界面域で は
，

ケ ル ビ

ン 波 に よ る 西 風偏 差 （図 1 中）と 高温偏 差 （図 1 下）
が 1／4 位相 の 関係 で ド方伝播 し て い た ．こ れ らの 特

徴 は ラ ジオ デ ン デ観 測 で 得 られ た 特徴 と
一

致 し て

お り ，
MM5 が現実大気の 特徴を 再現 して い る こ と

が 確 認 で きた ．対 流 圏界面 領域 の 波 動 と同期 し て ，
鉛 直速 度 （図 1 上）に約 一4Cln 　s

− 1
の 下降 流 層が 6

凵 12Z か ら 7ぴ 10〔〕hPa に 出現 し、8 日 00Z に は

90−120hPa に 下方伝 播し て い る こ とが 確 認 され た ，
こ の 特徴は 赤道大気 レーダー

（EAR ）で 観測 され た

下降流層 （5 日 16Z は 高度 15−17，5　km ，8 日 06Z は

13−16kIn に 存在 ， 平均値 ；6．5　crn 　ti
− 1

）と酷 似 し

て い た．こ の 値は ケル ビ ン 波理論か ら予想 され る 鉛

直流 偏差 （〜1Cms
− 1

）よ り 数倍 大 きか っ た ．

　 ド降流層の 空 間分布を明 ら か に す る た め T 下降流

層が 見られた 90hPa にお け る鉛直流 （図 2 上）と

相対湿 度 （図 2 下）の 水平分布を調 べ た．5 月 6H
18Z （図 2 左 ）に お け る 下 降流域 は ，ス マ ト ラ 島沿

い に北西 一南東方向に約 10D スケ
ー

ル で広が っ てお

り，水平 1−2°

ス ケ
ー

ル の 擾乱を内包 し て い た ． ま

た こ の 下降流は
， 温位面の 傾きに 沿 っ た北東風 （図

2 下）の 断熱下降に よ っ て 生じ て い る こ とが 判明 し

た ．　 5 月 7 日 18Z （図 2 右）に は
， ド降流層は 北

東進す る対流活動域と と も に 北 東進 し て お り，対流

活動 と結合 した 波 動 （ケル ビ ン 波 と南 北風 成分 を持

つ 波 動）と関係 づけ られ る ．　また こ の 北 東 ・下降

流は 相対湿度の 高 い 空気塊を南西
・下方 に 移 流す

るた め ， 低相対 湿度の 成層 圏空 気塊が ス マ トラ島 よ

り西で 出現 し て い る ． こ の 強 い 下降流はか な と こ

雲や 巻雲の 蒸発を促す た め ，脱水を妨げ る 働き もあ

る．当 日は 下降流層の 成因や 薄 い 巻雲が 生成す る機

構 に つ い て 議論す る予定で あ る ．

ー
−
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図 1： 再 現 さ れ た 100 ．32°E
，
0．20 °S ヒ空 の 鉛 直 流 （上）．

東丙風偏差 （中），温度偏差 （下）の 時間 一高度断面．2004
年 5 月 5−9 日，200−5e　hPa を 表す．
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図 2 ： 2004 年 5 月 6H18Z （左）と 7 日 i8Z （右）に お け

る 91〕hPa の （a ）鉛直流 （rn　s
− 1

）7 （b）相対湿度 （％）
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